
平成 19 年 10 月 29 日 

各      位 

会 社 名  フジッコ株式会社 

代表者名  代表取締役社長 

     福井 正一 

（コード番号 2908 東証・大証第一部） 

問合せ先  取締役企画本部長 

     岩井 邦夫 

（TEL．０７８－３０３－５９２１） 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年 8 月 7日の第 1 四半期財務・業績の概況発表時に公表した

平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたし

ましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．平成 20 年 3 月期の連結中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日 ～ 平成 19 年 9 月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,800 1,630 1,700 1,040 30 円 78 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 24,270 1,360 1,480 810 24 円 00 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 530 △ 270 △ 220 △ 230 △ 6円78銭 

増 減 率            （％） △ 2.1 △ 16.6 △ 12.9 △ 22.1 △ 22.0 

（ご参考） 

前期実績（平成 18年 9月中間期） 
23,609 1,068 1,157 870 25 円 77 銭 

（金額の単位：百万円） 

 

 

２．平成 20 年 3 月期の個別中間業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日 ～ 平成 19 年 9 月 30 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 24,500 1,350 1,490 920 27 円 23 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 23,970 1,060 1,230 690 20 円 45 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 530 △ 290 △ 260 △ 230 △ 6円78銭 

増 減 率            （％） △ 2.2 △ 21.5 △ 17.4 △ 25.0 △ 24.9 

（ご参考） 

前期実績（平成 18年 9月中間期） 
23,297 755 903 738 21 円 85 銭 

（金額の単位：百万円） 

 



３．平成 20 年 3 月期の連結通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日 ～ 平成 20 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 50,700 3,650 3,850 2,360 69 円 85 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 50,100 3,200 3,400 2,000 59 円 26 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 600 △ 450 △ 450 △ 360 △ 10円 59銭 

増 減 率            （％） △ 1.2 △ 12.3 △ 11.7 △ 15.3 △ 15.2 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
48,268 2,917 3,143 1,780 52 円 71 銭 

（金額の単位：百万円） 

 

 

４．平成 20 年 3 月期の個別通期業績予想数値の修正（平成 19 年 4 月 1 日 ～ 平成 20 年 3 月 31 日） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 50,000 3,200 3,450 2,100 62 円 16 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 49,400 2,600 2,900 1,700 50 円 37 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △ 600 △ 600 △ 550 △ 400 △ 11円 79銭 

増 減 率            （％） △ 1.2 △ 18.8 △ 15.9 △ 19.0 △ 19.0 

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） 
47,619 2,360 2,670 1,519 44 円 98 銭 

（金額の単位：百万円） 

 

 

５．理 由 

【中間期】 

 売上高は、8 月以降の残暑が長引いたことにより、主力商品である昆布製品、豆製品の売上が伸び悩

み、連結、個別とも前回発表の予想値を下回る見込みであります。 

 売上高の減少、低価格販売競争の激化に伴う販売経費の増加等により、営業利益は減少する見込み

であります。 

経常利益、当期純利益は、営業利益の減少を受け、上表のとおり連結、個別とも減少する見込みで

あります。 

 

【通 期】 

 下期につきましては、当社の最繁忙期である第 3 四半期を迎え、年末商戦を全力で取り組むことに

より、売上高は期初の予想値を見込んでおります。しかし、コストダウン活動強化を図るものの、

原材料価格の上昇が見込まれ、販売促進政策の強化による販売費アップや内部体制整備のための管

理コストが上昇し、営業利益、経常利益、当期純利益は期初の予想値を下回る見込みであります。 

 その結果、通期につきましても、連結、個別とも売上高、営業利益、経常利益、当期純利益は上表

のとおり前回発表から修正するものであります。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しております

が、今後の様々な要因により業績予想とは異なる結果となる可能性があります。 

以  上 


